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【要旨】
本論文は、公民館の利用形態の推移に地域の生涯学習関連施設とその事業が及ぼし
ている影響を明らかにしたものであり、公民館の利用形態に着目した経営診断技法の
開発のための段階的な分析作業の結果である。宮崎市の公民館の事例分析の結果によ
ると、利用形態の推移のタイプによって地域の生涯学習関連施設の要因の影響の仕方
が異なるが、地域の他の公民館と体育館が増加すると公民館利用者に占める主催事業
参加者の比率が低くなる傾向があること、民間カルチャーセンターの講座の増加によ
って公民館主催事業参加者の比率が低下する傾向があるが、これは必ずしもすべての
場合にはあてはまらないことなどが示された。

１本論文の目的と研究方法
（１）論文の目的
本論文は、公民館の経営診断技法の研究の一環として、公民館の利用形態の推移に地域
の生涯学習関連施設が及ぼしている影響を明らかにするものである。これは、今後、公民
館が地域の生涯学習関連施設と連携して人々の生涯学習支援を行っていくための手がかり
を得るためのものであり、その成果を公民館の経営診断の視点の一つとして導入すること
を考えている。
公民館をはじめとする生涯学習関連施設は、従来から相互に連携協力を図つた事業展開
による生涯学習の支援が求められてきた。これについては、平成10年の生涯学習審議会
答申「今後の社会の変化に対応した社会教育行政の在り方について」においてネットワー
ク型行政の必要性が指摘されていることからもわかるように、今後は社会教育行政や総合
行政などの行政相互の連携、市町村や関係機関等との連携などとあいまって、生涯学習関
連施設についても相互の連携のみならず様々な機関・団体との連携の推進が急務となると
考えられる。
公民館の経営診断技法の研究では、これまで、長期的な視野からの経営診断が可能な技
法が求められていることから、経年的な公民館の利用構造')の分析を通した診断技法に着
目し、まず、さしあたって、公民館の利用形態2)の推移に影響を及ぼしている要因の分析
をその推移のタイプ別に行っている3)。具体的には、公民館の利用形態の推移に及ぼす公
民館施設建築経過年数や学級・講座数などの公民館側の要因およびサービスエリア人口の
影響について検討を行ってきた4)。今後、地域の生涯学習関連施設と協力‘しながら地域の
生涯学習を推進していく上では、公民館の経営診断の視点としてこれまでに取り上げられ
ている公民館側の要因や地域の人口に関わる要因のほかに、地域の生涯学習関連施設との
連携の視点を取り入れた診断も必要となるため、公民館利用と地域の他施設との関係を明
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らかにすることが課題の一つとなっている。
そこで、本稿は、これまでの研究を発展させて、公民館の利用形態に地域の生涯学習関
連施設やその事業等が及ぼしている影響を明らかにすることを目的としている。

表１利用形態を表わす指標

（２）研究方法
本論文ではこれまでの研究と同様に、表１
にある公民館の利用形態を表す「主催事業参
加者・グループ利用者比率」５)を用いて、こ
の比率の推移に影響を与えている地域の生涯
学習関連施設やその事業を重回帰分析によっ
て明らかにした｡
なお、ここでは、これまでに明らかにして
いる利用形態の推移のタイプごとに分析を行
っている（表２）。それらのタイプを簡単
に説明すると、タイプ①は「主催事業参加
者・グループ利用者比率」が時間の経過と
ともに増加していくタイプ、タイプ②はこ
れとは反対に時間の経過とともに比率が減
少していくタイプである。また、タイプ③
は「主催事業参加者・グループ利用者比
率」がある時期まで減少したのち、再び増
加するタイプであり、最後のタイプ④は比
率が不規則に変化する、またはあまり変化
しない場合で、①～③のタイプに分類でき
ない公民館があてはまる場合が多く＝八名

表２利用形態の推移のタイプ本論文ではこれまでの研究と同様に、表１
にある公民館の利用形態を表す「主催事業参
加者・グループ利用者比率」５)を用いて、こ

取り上げた宮崎市

表４ 分析で取り上げた宮崎市内の生 施設
なっている。
さらに、分析で取り上げた公民館

や地域の生涯学習関連施設について
示しておきたい。本論文の分析は、
宮崎県宮崎市の公民館を事例として
取り上げた。まず、分析を行った公
民館は表３に示したＡからＮの公民館
（14館）である6)。表にある通りそ
れぞれの公民館の利用形態の推移は
①以外のいずれかのタイプに該当し
ている7)。
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タイプ 変 化 の 特 徴

① 主催事業参加者・グループ利用者比率が増
加する

② 主催事業参加者・グループ利用者比率が減
少する

③ 主催事業参加者・グループ利用者比率が減
少したのち、再び増加する

④ 主催事業参加者・グループ利用者比率が不
規則に変化する、またはあまり変化しない

設立年度 利用形態の推
移のタイプ 設立年度 利用形態の推

移のタイプ

Ａ 昭和47年 ④ Ｈ 昭和55年 ③
Ｂ 昭和48年 ③ Ｉ 昭和56年 ④
Ｃ 昭和50年 ② 』 昭和57年 ②
， 昭和51年 ③ Ｋ 昭和57年 ④
Ｅ 昭和52年 ② Ｌ 昭和57年 ④
Ｆ 昭和53年 ③ Ｍ 昭和58年 ②
Ｇ 昭和53年 ③ Ｎ 昭和60年 ②

施 設 具 体 的 な 内 容

公民館等 表３の公民館のほか、教育集会所、地区交流セ
ンターも含む

図書館 県立、および市立の図書館

博物館等 県立の博物館（美術館を含む）、市立の歴史、
自然、科学技術系の専門的学習施設を含む

体育館等 県立、および市立の社会体育館、武道館
小中学校の
体育施設

公立小中学校の体育施設（ただし社会体育等に
開放している体育施設）

民間の教育･学習施設
百貨店・デパート、放送局系列の民間カルチ
ヤーセンター、講座等を行っている社会保険関
連の財団による学習施設
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図１
ｙ

昭 昭 昭 昭 昭 平 平 平 平 平
和 和 和 和 和 成 成 成 成 成
５５５７５９６１６３２ ･ ４ ６ ８１０

ｙ：主催事業参加者・グループ利用者数比率

タイプ②の公民館の利用形態の推移

昭 昭 昭 昭 昭 平 平 平 平 平
和 和 和 和 和 成 成 成 成 成
5 5 5 7 5 9 6 1 6 3 2 4 6 8 1 0
ｙ：主催事業参加者・グループ利用者数比率

タイプ③の公民館の利用形態の推移

表６分析で取り上げた項目0．２５

０．２０

０，１５

０．１０

０．０５

０．００ Ｘ昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 平 平 平 平 平
和 和 和 和 和 和 和 成 成 成 成 成
5 1 5 3 5 5 5 7 5 9 6 1 6 3 2 4 6 8 1 0
ｘ：年度ｙ：主催事業参加者・グループ利用者数比率

図３タイプ④の公民館の利用形態の推移

公民館の「主催事業参加者・グループ利用者比率」が減少から増加に転じるは時期が昭和
61年度から平成３年度までと幅があるため]')、この比率をタイプでまとめて算出すると
その推移がわかりにくくはなるが、図２をみると、比率は昭和61年度ころまで緩やかに
下降し、それ以降は、若干減少する年もあるが全体として上昇の傾向があるのがわかる。
さらに、図３はタイプ④の場合であり、初めのうちは比率が急激に上昇しているが、その
後は0.15の上下を推移している。
そこで、これらのタイプごとに、利用形態への地域の生涯学習関連施設の影響につい
て、従属変数(y)を「主催事業参加者・グループ利用者比率」として、独立変数(x)
を地域の生涯学習関連施設の施設数と講座・教室数として重回帰分析を行った。独立変数
の具体的な項目は公民館等、図書館、博物館等、体育館等についてはその施設の数、小中
学校の体育施設については体育施設を開放している学校数、民間の教育・学習施設につい
ては、カルチャーセンター等の教養・文化・おけいこごと等の講座・教室の数と健康づく
り・運動関連の講座・教室数とした（表６）。
なお、表５でみたように宮崎市内の生涯学習関連施設の整備の進み方が少なくとも昭和
61年と62年を境として変わっていると考えられるため、重回帰分析を昭和51年度から昭
和61年度までと、昭和62年度から平成10年度までの２つの期間にわけて行った。
表７はその結果を示したものである。まず、タイプ②の結果をみると昭和51年度から
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公民館等の数

公立図書館の数

公立の博物館等の数

公立の体育館および武道館の数

体育施設を開放している公立小中学校の数
カルチャーセンター等の講座・教室の数（教養．
文化・おけいこごと等）
カルチャーセンター等の学級・講座の数（健康づ
くり、運動関連等）



61度年までは、重回帰式の変数として公民館等の数(X,)、体育館等の数(X３)、体育
施設を開放する公立小中学校の数(X４)が選択されている。これらの項目がどのように
利用形態に影響を与えているかといえば、ｘの係数の符号から、公民館や体育館の数が増
加すると「主催事業参加者・グループ利用者比率」が減少し、体育施設を開放する小中学
校が増加すると比率も増加することがわかる。公民館が増加すると比率が低下するのは、
公民館が増加すれば主催する講座や教室が市全体では増加するため、既存の公民館の主催
事業への参加者が減少するためであると考えられる。体育館の増加とこの比率の減少につ
いては、この時期の市内の体育館は７つしかなく、公民館利用者にとって体育館までの距
離が遠いというような地理的な条件もあり、公民館利用者のうちでこの体育館を使える人
はそれほど多くなかったと思われる。しかし、スポーツや運動、体力づくりに関する学習
ニーズは高くなる傾向にあって公民館の体育施設をスポーツ系のグループ・サークルで利
用者する人が増えた結果、比率が低下したのではないかと考えられる。その一方で、学校
の体育施設は人々にとって身近な場所にあり、体育施設を開放する学校が増加すると公
民館をグループ・サークルで利用する人が少なくなるのではないかと思われる。
昭和62年度以降になると、公民館(X,)、体育施設を開放する学校数(X４)のほか
に、図書館数(X2｣,X22)、カルチャーセンター等の教養・文化・おけいこごと等の講座
数(X5)と健康づくり・運動関連等の講座数(X６)が比率の推移に関係している。公民
館、体育施設を開放する学校数の影響の仕方は昭和61年度までとかわらないが、図書館
が新築され、またカルチャーセンターの講座が増加すると「主催事業参加者・グループ利
用者比率」が減少する傾向がある。これは、公民館の主催事業への参加者が図書館やカル
チャーセンターの講座に移り減少していったことが考えられる。
タイプ③の結果をみると、昭和51年度から６１年度まではタイプ②の場合と同じで、公
民館数(X,)、体育館等の数(X３)、体育施設を開放する小中学校の数(X４)が変数と
して選択されており、係数の符号をみてもわかるように「主催事業参加者・グループ利用
表７利用形態の推移のタイプ別の分析結果

y：主催事業参加者・グループ利用者比率
Ｘ１：公民館等の数Ｘ２１：図書館１館（現施設の県立図書館１館)X２２:図書館２館（現施設の県立図書館１館
および市立１館)X３:体育館等の数ｘ４：体育施設を開放する公立小中学校の数ｘ３：カルチャーセンター
等の講座・教室の数（教養・文化・おけいこごと等)X6:カルチャーセンター等の学級・講座の数（健康づ
くり、運動関連等）
＊図書館は数が少ないためダミー変数を用いている。それらは、建て替え前の県立図書館ｌ館、建て替え後の県
立図書館１館、図書館２館（立て替え後の県立図書館１，新設の市立図書館１）の３つである。したがって、
図書館が旧施設の県立図書館１館のときはX2】、X22=０，現施設の県立図書館１館のときはX21==1、X22=0、
現施設の県立図書館１館および市立１館のときはX2,==０，X22==1である。
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タイプ 年 度 重 回 帰 式 重相関係数 寄与率

②
昭和51～61年度

昭和62～平成10年度

ｙ=-0.0036xI-0.028x3+0.0031x',+0.251

ｙ=-0.017x1-0.052x2,-0.067xz+0.020x4-0.00027x5-0.00012x6-0.497

0.870

0.972

0.757

0.945

③
昭和51～61年度

昭和62～平成10年度

ｙ=-0.016x1-0.033x３+0,0095x４+0.101

y=-0.013xi+0.017x2,+0.015xz-0.038x3+0.00033xs+0.569

0.767

0.794

0.588

0.630

④
昭和51～61年度

昭和62～平成10年度

ｙ=_0.0090x1-0.048x3+0.0047x4+0.126

y=-0.022x1-0.044x２i+0.0M51x"-0.0090x3̅0.012x４-0.00051x5+0.0030x6+1.142

0.635

0.778

0.403

0.606
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